
                                                                          

 

         
                

                               

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

MODEL  MS-4510 
恒温型ガス透過率測定装置 
                             概 要 
GAS TRANSMISSION RATE TESTER 

  

                          

 

この装置はＡＳＴＭ Ｄ１４３４に準拠して設計されており、試料の表側を

一定圧力の測定ガスで押圧し裏側を減圧して試料の表裏に圧力差を発生

させます。この差圧により圧力が試験時間に比例して直線的に変化すると

きの勾配から透過率を算出しますが、フィルム等のガス透過性は、温度環

境などにより大きく変化することがよく知られています。 

この装置は試料及び測定ガスの温度環境を循環恒温水により広範囲に

変えて測定できるような構造となっています。 

ＭＯＤＥＬ ＭＳ－４５１０ 



 

  特  長 
○試験温度を広範囲に設定できます。 
○同時に３枚の試料を測定可能です。 
○高圧側圧力、低圧側真空度、気体透過度、気体透過係数などをパーソナルコンピュータによりデータ処 
理します。 

 
  仕  様 

 

１．試料寸法 直径９０mm、透過面積３８．４６cm2（直径７０mm） 

２．試料数 ３枚掛け 

３．測定温度範囲 ０ ～ ８０℃ 

４．透過率測定範囲 Ａタイプ：０．３～６００、Ｂタイプ：３～６０００（cc/m2 ・２４hr ・ＡＴＭ） 

５．測定ガス設定圧力 ０ ～ １５２０mmHg 

６．測定ガス種類 O2 、N2 、CO2

７．電源 ＡＣ１００Ｖ 、 １０Ａ 、５０/６０Hz 

８．機器本体寸法 幅７３０ × 奥行き２８５ × 高さ３９０ mm  

９．機器本体重量 約７０Kg 

１０．客先支給品 パーソナルコンピュータとその周辺機器一切、真空ポンプ、測定ガス供給装置 
１１．データ表示 高圧側気体圧力、低圧側真空度、気体透過度ＧＴＲ（mol/m2・s・Pa）、気体透過

係数Ｐ（mol/m2・s・Pa） 
１２．気体透過度定義  

ＧＴＲ＝（ Ｖ×d ）/ （ Ｒ×Ｔ×Ｐ×Ａ ） 
 
ＧＴＲ：気体透過度（mol/m2・s・Pa） 
Ｖ：低圧側容積（ml） 
d：単位時間（s）における低圧側の圧力変化（Pa） 
Ｒ：８．３１×１０３（l ・ Ｐａ / Ｋ ・ mol） 
Ｔ：試験温度（Ｋ） 
Ｐ：供給気体の差圧（Pa） 

 
           
 

１３．気体透過係数定義  
Ｐ＝ＧＴＲ / t 
 
Ｐ：気体透過係数（mol/m2・s・Pa） 
ＧＴＲ：気体透過度（mol/m2・s・Pa） 
t：試料の厚さ（mm） 

http://www. ueshima-seisakusho.com       E-mail:sales@ueshima-seisakusho.com 

 

 


